
 

 

   

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       ①「聞く態度が、とてもすばらしい！」   ②「回し方にもコツがあるよね( ^^)」           ③ 「回れ、回れ。お～♪」 

                                                           ④ 次は、「水曜日ね！待ってるね。」 

             

 

 

 

 

                         

≪地域学校協働活動について≫……「学校を核とした地域づくり」 

地域が学校を支援するという一方向の関係だけではなく、学校も地域の活動に

参加するなど、地域に貢献することによって地域と学校の強固なパートナーシッ

プを構築しながら、互いの連携・協働を深める取組が、現在進められております。 

① 地域学校協働活動の推進……2017 年度から、地域と学校が 

双方向で連携・協働する地域学校協働活動が行われています。 

② 地域コーディネーターの機能充実……地域側の窓口として、 

地域学校協働活動の連絡・調整を行う地域コーディネーターが 

（地域学校協働活動推進員）が配置されてきました。 

③ 地域連携担当教職員の任命……学校側の窓口となる地域連携担当教職員

が 2019 年度から任命されています。学校の組織体制の整備や効率よく活動できる

ように手引きも作成され、年２回研修を行っています。                  出典：ふくしまの未来を創る 地域と学校の連携・協働のてびき  

 

 
 

〒975-0031 

福島県南相馬市原町区錦町一丁目 30番地 

TEL:(0244)26-1315 

FAX(0244)26-1318 

E-mail:sousou.kyouiku@pref.fukushima.lg.jp 

○日 時： 令和６年１０月２１日（月）１３：３０～１４：３０ 

○場   所：相馬市立飯豊小学校   「いいとよ子ども教室」 

○参 加 者：飯豊小学校の児童（１年・２年生）２９名    ○スタッフ：５名 

 

   

 

 
 

 

活動内容 「いいとよ子ども教室」は、毎週月・水曜日に相馬市立飯豊小学校の教室と体育館で行っています。本日

は、①「生命（いのち）の安全教育」を題とした読み聞かせから始まり、②どんぐりを使ったコマ作りとコマ回しを行いました。

「人里まで、猿や熊が下りて来ているのは、なぜだと思う？」「山にいる動物たちにとって、どんぐりは貴重な食べ物です。なぜだ

かわかる？」と尋ねながら、児童のソーシャルスキル（対人関係をスムーズにするための知識と具体的な技術）を高めていき

ます。自分の考えを相手に伝え、みんなに聞いてもらえるということは、心の安定にも繋がります。 

 
 
 

 
 

 
 
 
 

   

授業内容・ 

信頼関係 

地域への理解 

多忙化解消 

  

 

 


